
▲子どもたちに大人気のﾃﾞｶﾚﾝｼﾞｬｰ

▲ふれあい動物園で工ｻを与える子どもたち

山茶花高原｢町民いこいの日｣
5月21日(金)-23日(日)

今年の｢町民いこいの日｣は天候に恵まれ.町内外

から多数の親子連れが訪れました｡

期間中には.ｷｬﾗｸﾀｰｼｮｰやﾌﾘｰﾏｰｹｯ

ﾄ､諌早農業高校生によるふれあい動物園が行われ.

訪れた人たちを楽しませてくれました｡

最終日のｷｬﾗｸﾀｰｼｮｰには.ﾃﾚﾋﾞで大人気

の特捜戦隊ﾃﾞｶﾚﾝｼﾞｬｰが登場し.会場の子どもた

ちから大きな声援が送られました｡



地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
も
年
々

厳
し
さ
を
増
し
'
国
に
お
い
て
は
｢
構

造
改
革
な
く
し
て
日
本
の
再
生
と
発
展

は
あ
り
え
な
い
｣
と
の
方
針
の
も
と
､

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
よ
る
歳
出
削

減
や
公
共
事
業
の
見
直
し
'
雇
用
対
策

な
ど
'
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
ま
す
｡

地
方
が
自
ら
の
創
意
工
夫
と
責
任
で

行
政
を
運
営
す
る
と
い
う
､
本
来
の
地

方
分
権
の
姿
を
目
指
す
た
め
に
､
｢
民

間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
｣
｢
地
方

に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
｣
と
の
原
則

に
基
づ
き
'
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
'

税
源
移
譲
を
含
め
た
税
源
配
分
及
び
'

地
方
交
付
税
を
同
時
に
l
体
的
に
見
直

す
｢
三
位
一
体
の
改
革
｣
に
着
手
し
ま

し
た
｡

平
成
1
8
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
'
国

庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て
概
ね
4
兆
円

を
目
途
に
廃
止
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
｡

こ
れ
を
受
け
'
改
革
初
年
度
で
あ
る

平
成
1
6
年
度
は
'
国
庫
補
助
負
担
金

1
兆
円
の
廃
止
'
縮
減
が
行
わ
れ
､
さ

ら
に
地
方
交
付
税
が
-
兆
2
千
億
円
減

額
さ
れ
る
等
'
地
方
財
政
に
と
っ
て
極

め
て
厳
し
い
も
の
に
な
り
､
地
方
自
治

体
は
今
ま
で
以
上
に
｢
自
主
性
･
自
立

性
｣
を
高
め
た
経
営
能
力
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
な
地
方
交
付
税
の
大
幅
な

削
減
は
､
い
ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
こ

と
で
'
本
町
に
と
り
ま
し
て
も
深
刻
な

内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

今
年
度
は
'
歳
入
不
足
を
埋
め
る
た

め
'
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
､
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
'
行
財
政
改
革
を
推
進

す
る
と
と
も
に
'
限
ら
れ
た
財
源
を
緊

急
性
や
優
先
度
に
配
慮
し
'
事
業
を
精

査
し
な
が
ら
'
最
も
必
要
と
さ
れ
る
事

業
に
予
算
配
分
を
行
い
'
住
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
｡

次
に
'
市
町
村
合
併
で
ご
ざ
い
ま
す

が
､
議
員
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
を
い

た
だ
き
'
3
月
2
5
日
第
1

9
回
合
併
協

議
会
か
ら
本
町
も
再
び
協
議
会
に
加
入

し
､
1
市
5
町
で
再
出
発
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
｡
4
月
2
8
日
の
合
併
協
定

調
印
式
を
経
て
､
関
係
市
町
で
臨
時
議

会
が
開
催
さ
れ
'
合
併
関
連
議
案
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
｡

5
月
1
7
日
に
は
'
1
市
5
町
の
首
長
､

議
長
こ
ぞ
っ
て
知
事
に
廃
置
分
合
申
請

書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
｡
今
後
は
'

6
月
2
3
日
に
県
知
事
よ
り
､
合
併
決
定

書
の
交
付
を
受
け
､
7
月
上
旬
に
は
､

県
知
事
か
ら
'
総
務
大
臣
へ
届
出
'
告

示
な
ど
一
連
の
手
続
き
が
な
さ
れ
'
平

成
ｰ
7
年
3
月
1
日
'
ひ
と
が
輝
く
創
造

都
市
･
諌
早
を
都
市
像
と
す
る
'
新
｢
諌

早
市
｣
が
誕
生
の
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

こ
れ
ま
で
肝
余
曲
折
は
ご
ざ
い
ま
し

た
が
､
こ
れ
も
偏
に
町
民
皆
様
方
の
ご

理
解
と
､
合
併
協
議
会
委
員
'
議
会
議

員
の
皆
様
並
び
に
'
関
係
者
各
位
の
ご

努
力
の
賜
で
あ
り
､
心
よ
り
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

新
市
発
足
ま
で
の
限
ら
れ
た
期
間
の

中
で
､
町
民
皆
様
の
た
め
の
合
併
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
'
こ
れ
ま
で
の
基
本

構
想
や
基
本
計
画
を
引
き
継
ぎ
'
整
合

性
の
あ
る
一
貫
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
'
残
さ
れ
た
合
併
協
定
項

目
の
具
体
的
調
整
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
｡調

整
が
図
ら
れ
た
項
目
等
に
つ
き
ま

し
て
は
'
町
広
報
紙
や
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾃ
ﾚ

ﾋ
ﾞ
等
に
よ
り
'
随
時
町
民
の
皆
様
方
に

お
知
ら
せ
し
､
新
市
の
町
づ
く
り
情
報

の
提
供
に
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
､
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

私
が
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

に
当
た
り
'
単
年
度
で
'
大
型
事
業
の

実
施
は
到
底
不
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
'
直
面
す
る
課
題
と
そ
の
展
望
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
｡

E
)
安
全
で
安
心
で
き
る
住
民
福
祉
の
諸

施
策



･
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
､
訪
問
指

導
の
充
実

･
ｼ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
人
材
派
遣
事
業
や
老
人
ｸ

ﾗ
ﾌ
ﾞ
の
充
実
と
組
織
強
化

･
一
人
暮
ら
し
老
人
や
老
人
夫
婦
世
帯

等
の
寝
具
類
の
乾
燥
消
毒
無
料
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ･
適
正
な
介
護
給
付
と
自
立
支
援
の
推

進
　
(
保
険
料
は
､
平
成
1
 
5
年
度
か
ら
3

ｶ
年
間
据
置
)

･
小
長
井
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地

域
懇
談
会
を
発
足
さ
せ
､
子
育
て
支
援

の
具
体
的
対
策
を
盛
り
込
む
　
｢
行
動
計

画
｣
　
を
策
定

･
保
育
料
は
'
2
子
目
の
全
て
の
階
層

の
保
育
料
を
2
分
の
1
か
ら
4
分
の
-

に
減
額

･
｢
支
援
制
度
｣
　
へ
移
行
し
た
障
害
福

祉
制
度
に
沿
っ
た
施
策
の
展
開

E
a
教
育
､
文
化
､
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
の
振
興

･
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
改
善
'
学
校

教
育
関
係
者
の
意
識
改
革
'
心
の
教
育
､

情
報
教
育
の
充
実

･
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
育
成
に
関
心

を
抱
い
て
も
ら
う
よ
う
な
環
境
改
善

･
よ
り
よ
い
生
涯
学
習
の
機
会
提
供

･
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
に
よ
る
調

査
や
活
動
'
郷
土
資
料
室
の
活
用
､
郷

土
誌
編
纂
等
に
よ
る
歴
史
･
文
化
の
保

存
継
承

･
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
'
ﾚ
ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
等

の
技
術
指
導
者
と
し
て
の
人
材
育
成
､

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
と
町
民
の
意
識
の
向
上

田
緊
急
事
両
の
進
r
<
で
き
な
い
生
活
道

路
の
改
善

･
道
路
整
備
の
積
極
的
な
推
進

･
町
道
井
崎
田
原
線
道
路
改
良
工
事
等

6
路
線
を
重
点
的
に
整
備

田
専
業
農
家
､
ﾊ
ｳ
ｽ
栽
培
農
家
等
の

育
成
と
安
定
強
化
対
策

･
産
地
育
成
･
銘
柄
確
立
の
た
め
の
規

模
拡
大
や
新
規
参
入
農
家
へ
の
支
援

E
a
ｶ
ｷ
養
殖
の
水
揚
げ
量
の
増
大
と
特

産
化
支
援

･
ｶ
ｷ
筏
の
増
設
整
備
と
安
定
的
な
生

産
を
目
指
し
た
生
産
基
盤
づ
く
り
へ
の

支
援

団
平
成
柑
年
;
月
ま
で
に
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
家
畜
排
池
物
の
管
理
の

適
正
化
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
に
該
当
す
る
畜
産
農
家
へ
の
対
応

･
小
長
井
町
堆
肥
舎
設
置
事
業
要
綱
を

制
定
し
､
畜
産
農
家
の
堆
肥
舎
建
設
を

七
‥
*
/
y

E
Z
規
制
緩
和
に
よ
る
大
型
店
舗
の
進
出

に
よ
る
消
費
者
の
町
外
流
出
に
対
す
る

対
策

･
景
気
対
策
事
業
や
既
存
の
制
度
等
の

有
効
活
用
と
町
内
関
係
団
体
'
地
域
活

性
化
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
等
の
協
力
に
よ
る
特
産

品
の
掘
り
起
こ
し

･
町
の
行
事
等
に
お
け
る
町
内
商
店
の

利
用
や
商
品
の
更
な
る
活
用

自
若
着
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
環
境

整
備

･
町
営
住
宅
4
戸
を
田
代
団
地
に
建
設

･
公
共
下
水
道
事
業
は
年
次
計
画
に
よ

り
平
成
2
 
2
年
度
､
農
業
集
落
排
水
事

業
は
平
成
1
 
9
年
度
完
成
を
目
標
に
整
備

し
､
対
象
と
な
ら
な
い
地
区
に
つ
い
て

は
'
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る

町
の
上
積
み
補
助
､
浄
化
槽
維
持
管
理

費
を
補
助
し
'
町
全
域
に
お
け
る
清
潔

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

･
延
長
保
育
､
乳
幼
児
保
育
'
障
害
児

保
育
事
業
等
様
々
な
特
別
保
育
事
業
の

実
施

･
保
育
料
軽
減
と
小
学
生
低
学
年
の
た

め
の
学
童
保
育
の
充
実

E
Z
]
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
山
茶
花
高

原
ﾋ
ﾟ
ｸ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｸ
の
観
光
客
の
落

ち
込
み
に
対
す
る
対
策

･
顧
客
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
人
材

の
育
成

･
遊
具
等
補
修
を
含
め
た
施
設
の
再
整

備
な
ど

以
上
9
項
目
で
ご
ざ
い
ま
す
が
､
実

現
に
向
け
て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
｡
議
員
各
位
を
始

め
､
町
民
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡
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新幹線建設を優先したい諌早市と､

在来線を存続して吉らいたい小長井町の温度差｡

合併までに意思統一の協議が必要では-

(一般質問から引用)

一
般
会
計
補
正
予
算
は
'
約
5
億
円

平
成
1
 
6
年
第
2
回
定
例
議
会
が
'
6

月
2
 
2
日
(
火
)
か
ら
烈
日
(
木
)
ま
で
の
3

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
｡

町
長
か
ら
施
政
方
針
の
説
明
の
後
'

一
般
質
問
が
3
人
か
ら
6
件
'
条
例
改

正
や
補
正
予
算
等
に
か
か
る
承
認
7

件
､
報
告
2
件
'
議
案
ｰ
3
件
､
請
願
1

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
｡

議
案
の
主
な
内
容
は
'
次
の
と
お
り

I

'

/

^

　

�

"

■
九
州
新
幹
線
長
崎
ﾙ
ｰ
ﾄ
建
設
に
伴

う
並
行
在
来
線
存
続
に
関
す
る
諸
問
題

･
先
般
の
新
聞
に
よ
る
知
事
の
回
答
は
'

平
成
ｰ
2
年
の
内
容
と
相
違
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
｡

･
合
併
ま
で
に
諌
早
市
と
意
思
統
一
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
｡

･
現
時
点
で
の
第
3
ｾ
ｸ
ﾀ
ｰ
形
式
で

の
管
理
運
営
の
把
握
検
討
は
ど
こ
ま
で

な
さ
れ
て
い
る
の
か
｡

⊥
合
併
ま
で
の
行
財
政
改
革
計
画
に
つ

い
て

･
各
地
区
か
ら
の
陳
情
の
協
議
形
式
と

優
先
度
合
い
の
決
定
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
｡

･
各
担
当
課
別
の
事
業
計
画
と
進
行
状

況
は
ど
う
か
｡

･
現
時
点
で
の
合
併
後
の
施
策
や
方
針
'

負
担
金
額
な
ど
の
決
定
事
項
は
あ
る
の

sb'■
町
営
住
宅
の
消
火
器
管
理
に
つ
い
て

･
町
営
住
宅
の
防
火
管
理
の
実
情
と
対

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
｡

■
町
財
政
に
つ
い
て

･
昨
年
取
り
ま
と
め
た
試
算
と
現
状
の

違
い
の
説
明
を
｡

■
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

･
総
合
的
な
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
施
設
建
設
の
考

え
を
伺
い
た
い
｡

■
郷
土
資
料
室
の
充
実
に
つ
い
て

･
よ
り
充
実
し
た
'
い
つ
で
も
､
誰
で

も
見
学
で
き
る
郷
土
資
料
館
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
､
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

C
M
｣

I
.
し【

平
成
ｰ
5
年
度
補
正
予
算
】

■
l
般
会
計

歳
入
に
お
い
て
は
､
地
方
交
付
税
の

受
入
や
国
･
県
補
助
金
の
増
減
等
｡
歳

出
に
お
い
て
は
'
各
種
事
業
費
の
精
査

や
財
政
調
整
積
立
金
の
追
加
等
に
よ
り

7
千
7
 
8
万
5
千
円
を
追
加
し
､
予
算
総

額
3
 
7
億
8
､
6
3
7
万
5
千
円
に
｡

■
介
護
保
険
特
別
会
計

･
介
護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
費
な
ど
4
6
4
万
円

を
減
額
し
'
予
算
総
額
3
億
8
､
6
1

3
万
7
千
円
に
｡

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

･
下
水
道
工
事
に
伴
う
水
道
管
布
設
替

工
事
請
負
費
-
'
6
2
5
万
円
を
減
額

し
､
予
算
総
額
1
億
7
､
0
2
8
万
1
千

円
に
c

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

･
工
事
請
負
費
や
上
水
道
移
設
補
償
費

等
2
､
9
5
8
万
9
千
円
を
減
額
し
'

予
算
総
額
7
億
5
､
3
-
3
万
円
に
｡

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

･
工
事
請
負
費
及
び
設
計
委
託
料
3
4
万

円
を
減
額
し
､
予
算
総
額
2
億
6
'
8

9
5
万
4
千
円
に
｡

【
条
例
改
正
】

■
小
長
井
町
町
税
条
例
の
一
部
改
正

･
法
改
正
に
伴
う
町
条
例
の
整
備
｡



■
小
長
井
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

･
船
員
手
帳
の
交
付
又
は
書
換
え
手
数

料
を
改
正
｡

■
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

諸
般
の
事
情
に
よ
り
翌
年
度
に
執
行

す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
費
等
の
内
訳

を
報
告
｡

■
(
財
)
小
長
井
町
振
興
公
社
の
経
営
状

況

平
成
1
 
5
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
'

平
成
1
 
6
年
度
事
業
計
画
を
報
告
｡

【
条
例
改
正
】

■
長
崎
県
町
村
土
地
開
発
公
社
定
款
の

変
更
に
つ
い
て

･
名
称
と
市
町
村
合
併
に
伴
う
設
立
団

体
の
構
成
内
容
'
基
本
財
産
額
を
改
正
｡

■
長
崎
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
組
合
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い

て･
市
町
村
合
併
に
伴
い
1
 
4
団
体
が
脱
退
｡

■
長
崎
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
組
合
市
町
村
数
の
増
加
及
び
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

･
五
島
市
､
新
上
五
島
町
の
加
入
及
び
'

組
織
す
る
組
合
名
称
を
変
更
｡

■
長
崎
県
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

･
市
町
村
合
併
に
伴
い
1
0
団
体
が
脱
退
｡

■
長
崎
県
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
減
に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い

て･
事
務
所
の
所
在
す
る
会
館
名
の
変
更

と
市
町
村
合
併
に
伴
う
構
成
団
体
の
変

�
"
^
J

■
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正

･
町
長
給
料
月
額
の
-
割
を
減
額
(
7

月
1
日
-
8
月
3
1
日
の
間
)

【
平
成
ｰ
6
年
度
補
正
予
算
】

T
一
般
会
計

水
産
振
興
費
補
助
金
や
各
種
工
事
請

負
費
'
自
治
振
興
補
助
金
な
ど
､
5
億

1
､
8
3
4
万
2
千
円
を
追
加
し
'
予

算
総
額
4
0
億
2
､
9
6
-
万
8
千
円
に
｡

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

･
在
宅
精
神
障
害
者
施
設
整
備
補
助
金

な
ど
7
9
6
万
2
千
円
を
追
加
し
'
予

算
総
額
9
億
5
'
4
1
0
万
6
千
円
に
｡

■
老
人
保
健
特
別
会
計

･
償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
2
0
2
万

8
千
円
を
追
加
し
､
予
算
総
額
8
億
5

6
2
万
3
千
円
に
｡

■
介
護
保
険
特
別
会
計

･
繰
越
金
3
万
円
を
増
額
し
'
予
算
総

額
3
億
9
､
0
5
5
万
4
千
円
に
｡

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

･
工
事
請
負
費
や
設
計
監
理
委
託
料
な

ど
9
'
8
4
5
万
3
千
円
を
追
加
し
'

予
算
総
額
2
億
9
､
1
7
3
万
9
千
円

に
｡

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

･
工
事
請
負
費
-
 
'
7
0
0
万
円
を
追

加
し
､
予
算
総
額
4
億
7
'
9
9
3
万

-
千
円
に
｡

【
請
願
】

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
関
す

る
請
願

･
現
行
制
度
の
堅
持
を
請
願

【
そ
の
他
】

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
に
つ
い
て

･
古
場
､
広
川
良
地
区
の
施
設
整
備
計

画
　
(
道
路
･
観
光
施
設
等
)

■
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
同
補
充
員
の

選
挙
に
つ
い
て

■
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
'
第
2
日
目
に
全
員
協
議

会
と
各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡く

わ
し
く
は
､
｢
小
長
井
町
議
会
だ

よ
り
｣
　
ま
た
は
'
小
長
井
町
図
書
館
で

｢
小
長
井
町
議
会
議
事
録
｣
　
を
ご
覧
く

'
L
]
＼
I
~
s
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た
情

てftき
村合併

-
市
5
町
の
市
町
村
合
併
は
､
5
月
け
日
に
県
知
事
へ
廃
置
分
合
の

申
請
が
行
わ
れ
た
後
､
総
務
省
と
協
議
'
5
月
2
 
5
日
に
｢
異
議
な
し
｣

の
回
答
を
得
'
6
月
2
 
2
日
の
長
崎
県
議
会
に
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
｡

翌
6
月
2
3
日
(
水
)
に
は
､
県
知
事
に
よ
る
廃
置
分
合
処
分
決
定
書
交

付
式
が
県
庁
で
行
わ
れ
､
所
要
の
手
続
き
を
経
た
後
'
8
月
上
旬
ま
で

に
総
務
大
臣
の
告
示
が
な
さ
れ
､
ｰ
7
年
3
月
一
日
に
は
新
市
が
誕
生
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
こ
で
は
､
前
回
､
前
々
回
に
引
き
続
き
､
新
市
計
画
住
民
説
明
会

(
最
終
分
)
の
意
見
交
換
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

卜　　l

Pt)2004. 7. 1

▲新市計画住民説明会の様子(4月15日.おがたま会館)

【
田
原
地
区
】

4
月
ｰ
4
日
(
水
)
4

2
名

●
地
域
審
議
会
と
は
ど
う
い
っ
た
組

織
な
の
か
｡

○
(
総
務
課
長
)
合
併
後
'
旧
市
･
町

の
区
域
ご
と
に
'
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
'
審
議
会
の
決
定
･
設

置
期
間
は
､
平
成
2
7
年
3
月
3
1
日

ま
で
｡
審
議
会
は
'
各
市
･
町
ご
と

に
1
5
名
以
内
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た

委
員
で
'
新
市
の
建
設
計
画
の
変
更

に
関
す
る
事
項
'
新
市
建
設
計
画
の

執
行
状
況
に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ

い
て
､
各
地
域
で
諮
問
さ
れ
た
事
を

審
議
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
c

O
(
合
併
事
務
局
)
合
併
後
'
新
市
建

設
計
画
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
'
地

域
の
皆
さ
ん
の
声
が
'
新
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
届
く
よ
う
に
､
ｰ
0
年
間

は
｢
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
計
画
ど
お

り
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
｣
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
'
い
ろ
ん
な
角
度
か

ら
ご
検
討
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
c
つ
ま
り
地
域
審
議
会
を
通
し
て
'

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
と
い
う
仕
組
み
｡

●
現
行
の
小
長
井
町
の
行
事
(
体
育

大
会
等
)
に
お
い
て
部
落
の
組
織
と

い
う
も
の
が
あ
る
が
､
合
併
後
と
は

ど
う
い
っ
た
点
で
違
う
の
か
｡

○
(
総
務
課
長
)
自
治
組
織
に
つ
い
て

は
､
今
ま
で
の
経
緯
や
地
域
性
､
ま

た
､
地
域
の
住
民
の
意
思
を
最
大
限

に
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
で
､
｢
町

内
会
'
自
治
会
'
行
政
区
の
名
称
､

区
域
及
び
組
織
は
'
現
行
の
と
お
り
｣

と
い
う
こ
と
で
'
新
市
に
お
い
て
す

み
や
か
に
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
て

"
*
O
'

-
'
'
¥

●
こ
の
地
区
は
'
下
水
道
工
事
が
農

業
集
落
排
水
事
業
と
し
て
な
さ
れ
て

い
る
が
､
合
併
後
も
計
画
ど
お
り
推

進
さ
れ
る
の
か
o

O
(
下
水
道
課
長
)
田
原
地
区
は
1

6
年

度
か
ら
着
工
し
て
､
ｰ
9
年
度
に
完
了

予
定
｡
2
0
年
4
月
か
ら
供
用
開
始
と

し
て
､
国
の
認
可
も
お
り
て
い
る
の

で
'
合
併
に
か
か
わ
ら
ず
計
画
ど
お

り
事
業
を
進
め
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
｡

●
地
方
交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る
の
で

市
町
村
合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

患
う
が
､
新
市
建
設
計
画
と
し
て
の

た
く
さ
ん
の
事
業
の
財
源
は
ど
こ
か

ら
出
て
く
る
の
か
｡

○
(
合
併
事
務
局
)
合
併
の
目
的
に
､

l
つ
は
'
市
町
村
職
員
の
統
l
化
を

図
り
､
重
複
人
材
を
ｽ
ﾘ
ﾑ
化
に
よ

り
減
ら
し
､
浮
い
た
財
源
で
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

と
'
も
う
一
つ
は
'
合
併
特
例
債
と

い
う
一
般
の
地
方
債
よ
り
も
有
利
な

地
方
債
を
利
用
し
て
'
地
域
間
の
ﾊ
ﾞ

ﾗ
ﾝ
ｽ
の
と
れ
た
整
備
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

●
特
例
債
は
､
結
局
は
借
金
｡
借
金

を
子
ど
も
た
ち
に
代
々
繋
い
で
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
､
事
業
は

ど
こ
か
で
小
さ
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
の
か
｡

○
(
合
併
事
務
局
)
借
金
は
い
く
ら
で

も
出
来
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
の

で
'
本
当
に
必
要
な
分
に
つ
い
て
､

特
に
旧
市
･
町
で
の
こ
れ
ま
で
の
計



合併協議会開催のお知らせ

第20回県央地区一市五町合併協議会は､次により本

町で開催されます｡

■日　　時　7月12日(局) 13時30分-

■場　　所　小長井文化m-jbs階､ﾊｰﾄﾌji/ffi-ﾙ

■主な議事　調整結果の報告､決算､補正予算7:1ど

画
を
引
き
継
い
で
､
そ
れ
ら
を
重
点

的
に
出
来
る
よ
う
に
､
整
合
性
を
考

え
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
｡

●
田
原
地
区
は
分
収
林
を
も
っ
て
い

る
が
､
合
併
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
｡

○
(
企
画
振
興
課
長
)
財
産
及
び
債
務

の
す
べ
て
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
､
分
収

林
も
こ
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
る
｡
ま
た
､
分
収
契
約
も
町

が
市
に
な
る
だ
け
で
'
新
市
に
引
き

継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

●
農
地
転
用
､
農
業
者
年
金
等
､
農

業
に
関
す
る
事
は
'
合
併
後
ど
う
な

る
の
か
｡

○
(
合
併
事
務
局
)
農
業
委
員
会
自
体

は
'
本
庁
一
括
に
な
ろ
う
か
と
思
う
｡

た
だ
し
各
支
所
に
も
受
け
付
け
が
出

来
る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
'
住
民

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
'

担
当
の
職
員
を
配
置
出
来
る
よ
う
な

形
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

●
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
､
選

挙
区
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
｡

○
(
合
併
事
務
局
)
選
挙
法
で
'
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
選
挙
区
を

設
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
規
定

は
あ
る
が
'
特
殊
な
場
合
に
限
ら
れ

て
い
る
｡
県
央
地
区
1
市
5
町
の
場

合
は
'
検
討
し
た
結
果
'
全
体
で
一

つ
の
選
挙
区
と
い
う
こ
と
に
判
断
し

た
｡

(
ま
た
'
全
国
的
に
も
､
選
挙
区
を

設
け
て
い
る
例
は
3
件
し
か
な
く
長

崎
県
崎
戸
町
の
平
島
'
和
歌
山
県
の

山
村
に
あ
る
地
区
､
も
う
一
つ
が
'

愛
媛
県
の
瀬
戸
内
海
の
島
で
､
こ
う

い
っ
た
交
通
の
便
が
難
し
い
と
こ
ろ

で
は
､
特
別
な
選
挙
区
を
設
け
て
い

K
>
　
>

【
長
里
地
区
】

4
月
ほ
日
(
木
)
8
4
人

●
小
長
井
地
域
の
主
な
ま
ち
づ
く
り

の
展
開
に
つ
い
て
､
だ
れ
が
､
ど
の

よ
う
に
決
定
す
る
の
か
｡

○
(
企
画
振
興
課
長
)
小
長
井
町
は
な

く
な
る
が
'
新
し
い
市
が
で
き
る
｡

そ
の
な
か
で
協
議
し
て
い
く
｡

●
地
域
審
議
会
と
の
関
連
性
は
｡

○
(
総
務
課
長
)
合
併
後
'
市
町
の
区

域
ご
と
に
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
い
て
地
域
審
議
会
を
設
置

す
る
｡
期
間
は
合
併
の
日
か
ら
平
成

2
 
7
年
3
月
3
 
1
日
ま
で
｡
市
町
の
諮
問

に
応
じ
て
審
議
･
答
申
や
新
市
建
設

計
画
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議

す
る
.
小
長
井
町
か
ら
L
O
名
以
内
を

も
っ
て
組
織
す
る
｡

●
小
長
井
地
域
と
し
て
の
予
算
を
も

ら
っ
て
､
住
民
で
何
か
出
来
る
の
か
｡

○
(
総
務
課
長
)
組
織
機
構
に
よ
る

が
､
本
庁
で
計
画
が
な
さ
れ
る
｡

○
(
合
併
事
務
局
長
)
小
長
井
町
役
場

は
支
所
に
な
り
'
支
所
長
が
出
来
る

だ
ろ
う
が
､
各
支
所
ご
と
の
予
算
の

要
求
は
ど
う
す
る
か
'
執
行
の
権
限

は
ど
う
す
る
か
を
今
か
ら
つ
め
て
い

く
｡
最
終
的
に
は
'
支
所
の
権
限
に

な
る
だ
ろ
う
が
､
ど
こ
ま
で
職
員
に

ま
か
せ
る
か
に
よ
る
｡
財
源
は
'
上

市
5
町
が
ひ
と
つ
に
な
る
の
で
､
町

長
､
助
役
な
ど
は
一
人
で
い
い
こ
と

に
な
る
｡
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
人
員

削
減
を
し
て
､
1
 
0
年
間
で
人
件
費
だ

け
で
1
0
0
億
円
浮
く
｡

合
併
特
例
債
は
1
0
年
間
で
4
7
0

億
円
で
'
特
例
債
の
う
ち
'
3
分
の

2
は
交
付
税
と
し
て
団
か
ら
還
元
さ

れ
る
｡
あ
と
の
3
分
の
1
は
自
腹
｡

そ
う
い
う
も
の
を
使
い
な
が
ら
川
年

間
で
や
っ
て
い
く
｡
事
業
の
優
先
順

位
が
で
て
く
る
｡
ｰ
0
年
間
で
は
す
べ

て
で
き
な
い
の
で
'
そ
の
後
も
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
ど

れ
を
'
い
つ
'
と
い
う
の
は
今
は
言

え
な
い
｡

1
市
5
町
の
首
長
が
集
ま
り
'
合

併
後
は
こ
う
し
て
い
こ
う
と
い
う
最

終
的
な
確
認
を
し
て
い
く
｡

●
税
金
な
ど
住
民
負
担
は
増
え
る
の

/､-　　7 II ' ′⊥　がﾄ
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か
｡
具
体
的
な
数
値
を
早
い
う
ち
に

出
し
て
も
ら
い
た
い
｡

○
(
合
併
事
務
局
長
)
一
つ
一
つ
具
体

的
に
数
値
を
出
す
の
は
難
し
い
o
　
で

き
る
だ
け
　
｢
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
は
高
く
､
負

担
は
軽
く
｣
　
と
い
う
思
い
で
作
業
を

進
め
て
い
る
が
､
安
く
な
る
も
の
と

高
く
な
る
も
の
が
出
て
く
る
と
恩

m●
町
独
自
の
事
業
計
画
が
は
っ
き
り

し
な
い
｡
｢
名
｣
　
を
と
る
か
ど
う
か

の
最
終
判
断
は
｡
住
民
負
担
が
増
え

る
の
が
心
配
｡
下
水
道
な
ど
ど
う
な

る
の
か
｡

○
(
総
務
課
長
)
町
づ
く
り
関
係

は
､
各
市
町
要
望
し
て
い
る
が
'

･
o
o
^
?
は
通
ら
な
い
｡
優
先
順
位

が
決
ま
っ
て
い
く
｡

名
を
と
る
か
ど
う
か
は
､
各
地
区

の
総
会
の
時
に
ど
う
す
る
か
決
め
て

も
ら
う
｡
多
か
っ
た
意
見
に
対
し
て
､

議
会
と
相
談
し
て
決
定
す
る
｡

○
(
下
水
道
課
長
)
-
　
(
使
用
料
に
つ

い
て
の
各
町
の
状
況
の
説
明
)
　
調
整

に
つ
い
て
使
用
料
な
ど
は
'
合
併
後

す
み
や
か
に
調
整
｡
い
つ
ご
ろ
､
ど

の
よ
う
に
調
整
と
い
う
の
は
'
は
っ

き
り
言
え
な
い
｡

○
(
合
併
事
務
局
長
)
継
続
事
業
を
優

先
的
に
や
っ
て
い
く
｡
-
市
5
町
の

ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ｽ
を
考
え
て
予
算
･
事
業
の

配
分
を
し
て
い
く
｡
地
域
の
優
先
順

位
を
決
め
て
や
っ
て
い
く
｡
負
担
の

問
題
は
'
3
年
を
目
途
に
調
整
し
て

い
く
｡

●
で
き
る
だ
け
住
民
負
担
が
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
｡
区

は
残
し
て
欲
し
い
｡

○
(
合
併
事
務
局
長
)
自
治
会
の
活
動

が
し
や
す
い
よ
う
に
残
る
よ
う
に
し

て
い
く
｡

●
学
校
間
題
に
つ
い
て
､
小
学
校
は

統
合
す
る
の
か
｡
-
①

町
民
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
や
お
が
た
ま
会

館
な
ど
の
公
共
的
施
設
の
使
用
は
､

今
ま
で
ど
お
り
で
有
料
に
な
る
の

か
｡
-
②

①
(
企
画
振
興
課
長
)
小
･
中
学
校
の

施
設
に
つ
い
て
は
､
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
き
継
ぐ
｡
将
来
の
統
廃
合
に

つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
｡

①
(
合
併
事
務
局
長
)
合
併
に
伴
っ
て

の
統
合
'
廃
止
は
決
し
て
な
い
｡

②
(
合
併
事
務
局
長
)
施
設
に
つ
い
て

は
､
使
用
料
な
ど
も
含
め
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
｡
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平
成
ｰ
5
年
魔
の
開
示
請
求
は
o
件

町
で
は
､
住
民
参
加
の
行
政
を
よ

り
1
層
進
め
る
た
め
に
'
平
成
H
年

度
か
ら
　
｢
情
報
公
開
制
度
｣
　
を
実
施

し
て
い
ま
す
｡

平
成
ｰ
5
年
度
ま
で
の
運
用
状
況
は

下
記
の
と
お
り
で
す
｡

年度
平 平 平 平 平
成 成 成 成 成

と ll 12 13 14 15
件数 年 年 年 年 年

痩 度 痩 痩 度

請求件数 0 1 0 3 0

開示 0 1 0 2 0

部分開示 0 0 0 1 0

不存在 0 0 0 0 0

不開示 0 0 0 0 0

不服申立 0 0 0 0 0

※申請書面での請求に至ら7:iい

吉のについては､随時､窓口に

てご説明や対応をしています｡

くわしくは､役場総務課へ



参議院議員通常選挙

�"｣≡表
午前7時々午後8時

■告示日　6月24日(木)

■期日前投票及び不在者投票

口期間　6月25日(金)-7月10日(土)

午前8時30分-午後8時

□場所　小長井町役場

に簡素化され､度が大幅

-･､･､･-･●ごこ､.･,..-､▲
公器芸諾JO認諾tv

L｣｡新たに｢期日前

(平成15年12月1日施行)

この制度により,従来の不在者投票のように.投票

用紙を封筒に入れて.それに署名するといった手続

きが不要となり,投票がしやすくなっています｡

【
制
度
の
あ
ら
ま
し
】
　
　
　
　
.

⑳
投
票
の
期
間

選
挙
期
日
の
公
示
　
(
告
示
)
　
日
の

翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
利

用
で
き
ま
す
｡

0
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人

選
挙
期
日
に
仕
事
や
旅
行
'
冠
婚

葬
祭
な
ど
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る

と
見
込
ま
れ
る
人
で
す
｡

投
票
の
際
に
は
'
こ
れ
ま
で
の
不

在
者
投
票
と
同
じ
く
宣
誓
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
｡

⑳
投
票
場
所
と
時
間

期
日
前
投
票
所
は
'
小
長
井
町
役

場
に
設
置
し
ま
す
｡

投
票
で
き
る
時
間
は
'
午
前
8
時

3
 
0
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
｡

⑳
こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
制
度
は

選
挙
人
名
簿
の
登
録
地
市
区
町
村

で
の
不
在
者
投
票
は
'
原
則
と
し
て

｢
期
日
前
不
在
者
投
票
｣
　
に
移
行
し

ま
す
｡名

簿
登
録
地
以
外
で
の
不
在
者
投

票
　
(
病
院
等
'
指
定
施
設
で
の
投
票
)

は
'
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
が
'
投

票
開
始
日
が
選
挙
期
日
の
公
示
　
(
告

示
)
　
日
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
｡

く
わ
し
く
は
､
小
長
井
町
選
挙
管

理
委
員
会
(
魁
3
-
*
"
　
　
　
へ
｡
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《曲見守o日脚

第57回北高来郡中学校体育大会(球技･武道)の主

忍成績は次のとおりですo (敬称陀)

【軟式野球】 2回戦敗退(対椿原12-0､対森山0-5)

【剣道】団体戦-男子②､女子②､個人戦-∵男子②藤本

晃生, ③橋口慎太郎

【柔道】団体戦-男子②､女子①､個人戦･･･男子55kg級

①村永孝典､ ②申告大輔､ 73kg級②易田　剛､ 81kg紋

①山口英樹､ 90ks級②宮副裕大､ 90kg超級②横E]-馬､

女子44kg級①佐藤智恵､ 52kg級①岩永地可､ 57kg紋②

荒木李春､ 70kg級①大蔵尚子､ ②徳永みゆき

【ｿﾌﾄﾃﾆｽ】団体戦-男子②､女子②､個人戦-∵男

子②校本武･平田卓也ﾍﾟｱ､ ③矢竹大法･前Efj期太ﾍﾟｱ､

③鶴Ef]拓史･平EB剛揮ﾍﾟｱ､女子③中尾沙紀･浦紗耶花
ﾍﾟｱ

【卓球】団体戦小男子①､女子③､個人戦①池臼祥多､

(∋須崎佑馬

【ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ】女子予選ﾘｰｸﾞ敗退(対飯盛中0-2､

対植原2-0)

0鵬こL良､_人叫_山県巣.〟∪.凶- Topics
Jl

加独尊i㌫-　　　家憲か姦さ　葦逆立こし　　芸套篭

≪噂帆

中学校のPTA (森和明会長､ 195名)では､今年の

6月から毎月第1 ･ 3火曜日の7時30分から8暗まで､

朝の街頭指導を行っています｡

これは､昨年末におこった同校生徒の交通死亡事故を

きっかけに､ 2歴とこのような悲しい事故ｶﾞ起こらない

よう交通安全意識の拡大をするとと吉に､最近増えた不

審者警戒のために計画されました｡

この活動は､中学生を持つ全世帯の保護者が､中学校

周辺の交通量の多い交差点に､年間を通じて交替で立つ

ように計画してあります｡

6月5日(土)､長里地区一円の史跡を対象に､第18

回町内史跡めぐﾘｶﾞ開催されました｡

この日は､好天のなか､子ど古からお年寄りまで約

150人が参加しました｡

地区内にある史跡や文化財を歩いて訪ね､町文化財保

護審議委員の割奇秋芳先生から､それぞれにまつわるく

わしい説明を受けました｡

今回のｺｰｽは､大幡古墳-井手掘権石衛門の塁-市

杵島神社ｳｵｶﾞﾀﾏﾉｷ-称念寺の順でした｡

く
街
頭
指
導
を
す
る
保
護
者
た
ち

く
史
跡
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
く
皆
さ
ん

'o



_aJ　き　ﾆ　=を

>
優
勝
し
た

5月30BC日)､中学校体育館で第31回春李ﾊﾞﾚ-ﾎﾞｰ

ﾙ大会が開催されました｡

町内6地区の対抗戦であるこの大会には､各地区から

多くの区民が応接に訪れ､白熱した試合を一層盛り上げ

ました｡

今年宅決勝戦には､男女と右に井崎が残り､男子は牧､

女子は遠竹と対戦し､共にｽﾄﾚｰﾄで勝ち､男子は4

年連続､女子吉2年連続の優勝を果たしました｡

6月6日(日)､春季野球大会が実施され､中学校の2

ﾁｰﾑを含む6ﾁｰﾑが参加し､熱戦を繰り広げました｡

決勝戦には､ -般のﾁ-ﾑは勝ち残れず､中学校Aﾁｰ

ﾑとBﾁｰﾑが対戦､ 9対1でAﾁ-ﾑが強さを見せつ

けました｡

■最優秀選手賞:横田　和也(中学校A)

■敢闘賞:苗木　優典(中学校B)

ItSWSﾛHSaMn

《宙勝o留｡回》

第33回小学校連合体育大会の各競技の成績( 1位)は､

次のとおりです｡ (敬称略)

腹-遠竹小､小目小長井小長川長里小､聖-聖母の騎士小)

書【100m】

～

≡4年　池田　春樹(逮),東　聖佳(小)

5年　野口　竜次(小)､渡部　美香(逮)

芦6年　堤　貴耶(小)､原田　未来(逮)
【女子800m】　　　､ 【男子1000m】

巨5年濁部美香(遍).､末長原人(逮)
6年　黒田真璃亜(/J

【400mﾘﾚｰ】

4年混　う=ﾛ･池
亀.

*

=;　き妻'_芸二　　　　.

･　.小

森･山口(逮),宅

こ∴-_∴

5
儀
苛
-

混
男

年
年

･竹下･渡部(

堤･富永･野中･西崎(小)

女　黒ffl�"漕村･牧山撃隻麹EB (小)

【ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ】

4年　乎ffl　諒馬

5年　吉次　　亮

6年　堤　　責耶

【走り幅跳び】

(小)､

4年　池田　春樹(

5年　末長　秀人(逮)､

6年　中尾　祥吾(小)､

宮崎まりか(聖)

楓(長) ~

美穂(長)

ｰ

l

h

り

一

　

I

　

ｰ

　

り

　

　

】

　

ｰ

　

り

一

遠
遠
長

i

u

一

川

u

 

i

u

一

川

　

　

　

　

一

日

一

美
香
華

琴
美
千

部
田

【走り高跳び】

5年　林　祐太朗(小)､J頃荒木祐紀子(小)

6年　富永　生穂(小)､-矢竹　真美(小)

om*丁石

･
㌧
･

言
%
i
　
農
.
∧
〟
2
首
･
∨
-
∫

以3j*5i^y



ことは. ｢人間｣をつくること』
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｢食べる｣『

どもは.発達,発育過程にあり.

授乳期から毎日｢食｣に関わっ千
ています｡

｢食を営む力｣を育むためには,発達.

発育過程の主な特徴に応じた｢食べる

力｣を育んでいくことが大切です｡

｢
病
ん
だ
心
は
体
で
訴
え
る
｣
　
の

著
者
で
あ
り
'
北
九
州
津
屋
崎
病
院

副
医
院
長
'
青
春
期
内
科
医
師
の
森

崇
先
生
は
'
基
調
講
演
の
な
か
で
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
｡

『
若
者
の
心
の
病
気
と
向
き
合
う

中
で
､
重
要
視
し
て
い
る
の
は
食
行

動
｡
私
は
､
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が

人
間
を
作
る
と
い
う
考
え
方
を
し
て

い
る
｡食

行
動
に
は
4
つ
の
意
味
が
あ

る
｡
①
心
を
つ
く
る
②
体
を
つ
く
る

い
　
け
い

③
社
会
性
を
つ
く
る
④
命
へ
の
畏
敬

を
つ
<
る
｡

子
ど
も
は
､
乳
児
期
の
ﾐ
ﾙ
ｸ
(
母

乳
､
人
工
ﾐ
ﾙ
ｸ
)
　
を
経
て
､
幼
児

期
に
な
る
と
､
家
族
と
同
じ
も
の
を

食
べ
る
よ
う
に
な
る
｡
そ
の
時
､
お

菓
子
な
ど
食
べ
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

状
況
で
､
で
た
ら
め
に
食
べ
さ
せ
て

し
ま
う
と
､
子
は
勝
手
に
食
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
｡
｢
食
｣
　
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
､
家
族
で
輪
に
な
っ

て
食
べ
る
こ
と
も
な
く
な
る
｡

楽
し
く
食
べ
て
い
る
家
庭
の
子
ど

も
は
､
き
ち
ん
と
育
っ
て
い
く
｡
食

卓
で
父
親
､
母
親
が
不
平
､
不
満
ば

か
り
言
っ
て
い
る
と
､
子
ど
も
の
中

に
怒
り
､
悲
し
み
､
さ
み
し
さ
と
い
っ

た
思
い
が
つ
く
ら
れ
て
し
ま
う
｡

み
ん
な
で
楽
し
く
食
べ
て
い
れ

ば
､
い
い
人
間
関
係
が
で
き
る
｡
同

時
に
親
が
つ
く
っ
た
も
の
を
何
で
も

食
べ
ら
れ
る
子
に
す
れ
ば
､
社
会
性

は
お
の
ず
と
で
き
あ
が
っ
て
い
く
｡

｢
あ
れ
が
嫌
い
｣
　
｢
こ
れ
が
嫌
い
｣
　
と

い
う
子
は
､
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
､

中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
も
人
と
の
関

わ
り
が
下
手
だ
｡
』

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
過
程

で
'
子
ど
も
の
食
に
関
わ
る
人
た
ち

は
子
ど
も
の
　
｢
食
べ
る
力
｣
　
を
育
む

た
め
に
'
そ
の
発
達
を
支
援
し
て
い

く
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
｡

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
'
広
が

り
の
あ
る
食
の
世
界
と
関
わ
り
､
そ

し
て
'
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
'

食
べ
る
ｶ
を
育
て
'
健
や
か
な
心
と

体
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
｡
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手育てのお悩みに

次のような場合には,遠慮沿くご相談下さいo

●児童ｶﾞ病気の場合を除き､日常どあり登校

しようとしないとき｡

●児童の性格や行動の中で｣いじめや虐待な

どの環境ｶﾞ不安なとき｡

●児童に言葉の遅れ､自閉傾向等の障害ｶﾞ見

られるとき｡

●児童に盗癖､浮浪､夜遊びなどの非行現象

を感じられるとき｡

●保護者自身が健康を害する等､不慮の事情

により家庭での養育に支障ｶﾞあり､家庭生

活に無理が生じるとき. -など.

その他､児童に関するさまざまな問題につ

�"'　*0'^' v ;こて　丁　::ﾐ∵.′､　､

お気軽にご相談下さいo

独断に走ることなく､相談することこそが解

決への大きな第一歩です｡

ご相談はこちらまで

●｢家庭児童相談室｣は､長崎県乗彼北高福祉

事務所(諌早而栄田町26-49)にあります｡

●原則として､来所の上､ご相談下さい｡都

合l=よりやa3を得ない場合は､電話でも結

構です｡

●相談日時は､毎週月曜日-金曜日(除､祝日)

くわしくは､家庭児童相談室

電話(直通) 0957-25-6622へ｡



｢
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
｡
｣
　
誰
も

が
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
｡

僕
は
　
｢
あ
い
さ
つ
っ
て
す
ご
い
な

あ
｡
｣
　
と
思
い
ま
す
｡
な
ぜ
か
と
い

う
と
､
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
る
と
　
｢
う

れ
し
い
な
｣
　
と
思
う
し
､
し
た
方
も

い
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
｡
不
思
議

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
o
　
あ
い
さ
つ
を

す
る
だ
け
で
と
て
も
い
い
気
持
ち

に
な
れ
る
｡
だ
か
ら
僕
は
思
い
ま
し

た
｡
こ
ん
な
に
気
持
ち
が
い
い
の
な

ら
ど
ん
な
人
に
も
あ
い
さ
つ
を
し
よ

う
と
｡そ

こ
で
'
学
校
や
外
で
会
っ
た
い

ろ
ん
な
人
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
｡
す
る
と
､
ほ
と
ん
ど
の
人
が
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
ま
し

た
｡
し
か
し
中
に
は
あ
い
さ
つ
を
返

し
て
く
れ
な
い
人
も
い
ま
し
た
｡
そ

の
時
は
さ
す
が
に
い
や
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
｡
で
も
僕
は
あ
い
さ
つ

を
今
後
も
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
｡

7月は

｢社会を明るくする運動 ｣強調月間(法務省)

｢青少年の非行問題に取り組む全国強調月間｣ (内閣府)

｢社会を明るくする運動｣の期間中は,広報車での

街頭宣伝･愛の募金運動･夜間ﾊﾟﾄﾛｰﾙなど多彩

な啓発運動が行われます｡

ここでは.児童生徒から募集した作文と標語を紹介

しますo

f
r
O
^

ｫ
|

wv
^

｢
誰
も
が
で
き
る
言
葉
の
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
｣

小
長
井
中
学
校
2
年
　
久
　
米
　
綾
　
太

な
ぜ
か
と
い
う
と
'
あ
い
さ
つ
は
誰

も
が
で
き
る
　
｢
言
葉
の
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ

ｱ
｣
　
だ
か
ら
で
す
｡

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
る
と
､
不
思
議

と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
｡
あ
い
さ
つ

は
誰
も
が
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
｡
そ
う
で
す
｡
誰
も
が
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ

を
し
て
い
る
の
で
す
｡
ど
う
で
す
か
｡

簡
単
で
し
ょ
う
｡

だ
か
ら
み
ん
な
も
あ
い
さ
つ
を
続

け
て
く
だ
さ
い
｡
そ
し
て
､
地
球
を

温
か
い
笑
顔
で
包
み
ま
し
ょ
う
｡
そ

う
す
れ
ば
社
会
は
明
る
く
な
る
と
思

. "-w寸.
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標　語

●いいところ　ほめてもらうと　うれしいな

遠竹小1年　欠掛　有畜

●うれしく　たのしく　なかよくすると

みんなﾆｺﾆｺ　うれしいな

遠竹小2年　中村　ゆり

●ぽいすてしない　よい町みんなで　つくろうよ

遠竹小3年　鶴田　沙弓

●あいさつは　うれしい気持ち　多くする

遠竹小4年　副島　夏美

●暴力を　してはいけない　絶対に

遠竹小5年　新宮沙希子

●大きい声　かわす声かけ｢こんにちは｣

遠竹小6年　古賀吾菜美

●あいさつは　まほうのことば　きもちいいな

長里小2年　木下まりな

●友だちを　いじめる子なんて　いない町

長里小3年　本臼まりん

●友達は　一歩進む　支えだね

長里小4年　梅林　有夏

●目をひらき　いじめにむかおう　勇気もち

長里小5年　山口　優果

●｢あLJがとう｣その一言が　うれしいな

長里小6年　本山　千尋

●そこの君　勇気を持って　一人じやないよ

小長井中1年　大蔵　尚子

●あいさつは　人と人を結ぶ　心の架け橋

小長井中2年　牧山　未来

●あいさつで　みんなの距離が　近くなる

小長井中3年　中村　理恵



■職員の初任給の状況

(平成16年4月1日現在)

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

(平成16年4月1日現在)

(平成16年度支給割合)

■職員手当の状況

■職員給与の状況

■特別職の報酬等の状況

町
の
一
般
行
政
職
員
は
､
今
年
の

4
月
上
目
現
在
で
6
1
人
い
ま
す
｡

全
国
的
に
行
財
政
改
革
が
推
し
進

め
ら
れ
る
中
､
本
町
に
お
い
て
も
行

財
政
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
､
職
員
の
給
与
や
定
員
管
理
に
つ

い
て
は
'
関
心
が
高
い
も
の
と
思
わ

山
r
-
4
寸

こ
こ
で
は
､
町
職
員
の
給
与
や
職

員
数
の
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
の
表
に
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
｡

(平成16年度当初予算)

扶養手当

住居手当

…通勤手当

.管理職手当

児童手当

時間外手当

1,059万円

135万円.

141万円

I,032万円

55万円

877万円

(平成16年4月1日現在)

公
表
』
来
す

■定員管理の状況

(平成16年4月1日現在)

議　会　　　　　　2

総　務　　　　　18

税　務　　　　　　5

農　水　　　　　　4

商　工　　　　　　2

土　木　　　　　　3

民　生　　　　　　9

衛　生　　　　　　2

45

教　育　　　　　　6

6

水　道　　　　　　2

下水道　　　　　　5

その他　　　　　　3

10

61
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%川

≡　■募集期限　　平成16年7月30日(金)

≡ It提出と連絡先　小長井町役場企画振興課　園0957-34-2111囲0957-34-2335

喜　※写真は記念誌発行後に返却いたします｡
裏面に氏名と電話番号､撮影時期と説明を記載または添付してください｡
一般の顔写真や記念写真はご遠慮ください｡

ち.　掲載写真については､編集の都合によLJ選考させていただきます｡
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引揚者のみなさまへ

税関では、戦後、海外から引き揚げ

られた方々からお預かりした、通貨や

証券類の返還を行っておりますが、半

数以上はまだ返還の申し出が貴く、税

関に保管されたままになっています。

まだ、返還請求がお済みで沿い方や

ご両親等から預けた話を聞いたことの

あるご家族の方は、ご遠慮貴く税関へ

お問い合わせください。

平成16年度前期
ビジネスキャリア試験

ビジネス・キャリア制度は、厚生労

働省が職業に必要な専門知識・能力を

体系白訓こ習得するために創設した能力

開発システムです。

●受験申請受付期間

7月26日（月）～8月6日（金）

●試験実施日10月2日（土）・3日（日）

●試験会場　長崎地域職業訓練セン

ター（時津町）、長崎県立佐世保技能

会館（佐世保市）

学校見学会

参加希望の方は、電話にてご連絡く

ださい。

●日時　7月16日（金）9時30分～13時

※個人面談を希望される方は13時30

分から実施します。

●内容　学校概要説明、施設見学、授

業参観及び参加、給食体験、寄宿舎見

学など学校への理解と認識を深めてい

ただき、就学や進学、進路について考

える機会を提供します。

なお、教育相談は随時受け付けてい

ます。

i併に向けたイベント第1弾

『とどろき“名水”まつり』

平成17年3月1日に誕生する新市

に向けた、1市5町のイベント第1弾

として、高来町で「とどろき“名水”

まつり」が開催されます。

●日時　7月31日（土）16時30分～1而

5町郷土芸能怠ど、8月1日（日）12時

30分～道踊り、名水引き大会など

●場所　高来町役場前イベント広場、

湯江商店街

●内容1而5町の郷土芸能の披露、

岳の新太郎さん道踊リコンテスト、名

水弓lき大会（水800kgの山車を1チーム

の体重合計500kg以内（何人で毛可）

で20mを引くレース）

自分たちでできることからまず一つ！

満と渚の
クリーンアップ作戦

県民の責重な財産である、青く豊か

沿海、美しい滝を守るため、県下一斉

に「浜そうじ」を実施します。

●浜そうじ実施日

7月19日（月）「海の日」

●キャンペーン期間

7月15日（木）～8月13日（金）

ちびっ子冒険学校
in無人島（瀬戸内海）

夏休み、「子ど宅ゆめ基金助成事業」

として実施されます。

●定員　30名（先着受付）

●参加条件　①小学4～6年生（ヨルー

ルを守り、仲間を大切にする青少年

●日時　8月22日（日）～27日（金）

●場所　広島県佐伯郡沖美町大黒神島

●内容　基地作り、竹細工、まいきり

法、魚釣り、塩作りなど

交通事故の賠償請求

交通事故の解決でお囲りの方のため

に全国に設置しています。

自動車損害賠償責任保険や任意自動

車保険の請求について、無料で相談に

応じます。

健康テレフォン

【7月のテーマ】

（月）脱水症

（火）再髄腫瘍と下肢の麻痺

（水）学習障害児について

（木）とびひ

（金）間食と虫歯

（土・日）若者に多い性感染症

（祝日）前日のテープ

ありがとう
ございました

【社会福祉協議会へ金一封】

●香典返し

故　　森　早智子横

道族　森　　昭∧様（井崎四）

▼　 －▲　 ■　　　　　　 ■
≡　 公 ′ 帯’ j ▲　 」
R l　■　　′ ■■、　■q ■r ■～n h ′－ －■－　 Ⅳヽ〝 ■

5 月 未 現 在
発 生

件 数
死 者 数 傷 音 数

諌 早 而 3 3 2 2 4 6 2

前 年 比 ＋ 1 3 － 6 ＋ 4 5

森 山 町 2 4 0 3 7

前 年 比 ＋ 6 ± 0 ＋ 1 4

高 来 町 2 4 2 3 6

前 年 比 － 2 ＋ 2 － 8

小 長 井 町 4 0 6

前 年 比 － 6 ± 0 － 5

■ 7 月 中 の 交 通 事 故 巡 回 相 談

7 月 2 8 日 （水 ） 1 0 時 ～ 1 6 時

■■　　‾

．　　　 ■　■・‾　 対 策 讃

団 ）9 5 － 8 2 6 － 4 4 2 1
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消防吏員募集

人のうごき

16年5月末(前月との比較)

十人口　　　　6,698人(±　0)

男　　　　3,020人(十　4)

女　　　　3,678人(-　4)

■出生　　　　　　1人(-　4)

■死亡　　　　　　　3人(-　5)

■転入　　　　　13人(-　25)

■転出　　　　　12人(-　22)

■世帯数　　　2,483戸(-　4)

′､-　卜　7 /し　ﾆ　f⊥7)ヾし
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●受験資格　昭和54年4月2日-昭

和62年4月1日生まれで､圏域内に

居住または採用後に居住可能な人

●受付期間

7月29日(木)-8月11日(水)

●試験日　9月19日(日)

●試験内容

教養試験､身体検査､体力検査

●申込用紙　組合消防本部､または､

諌早･大村･小浜消防署にあります｡

県立ろう学校幼稚部
平成17年度園児募集

●対象者　平成11年4月2日-平成

14年4月1日生まれで､聴覚に障害

や呼んで毛振り向かないなど､聞こえ

に不安があると思われる乳幼児

※幼稚部の授業参観や0歳からの教育

相談吉随時受付｡お気軽にご相談を｡

消費税改正の概要

平成16年4月1日から適用されて

いる､消費税法の主な改正点は次のと

おりです｡

①事業者免税点制度の適用上限が

1千万円(現行3〒万円)に引き下げ

られました

(亘簡易課税制度の適用上限が5千万円

(現行2億円)に引き下げられました

(参課税期間の特例に1力月(現行3ｶ

月ごと)が追加されました

(彰直前のfF税額が4,800万円(地方消

費税込6,000万円)を超える事業者は､

中間申告を毎月(現行3ｶ月ごと)行

うことになりました

⑤総額表示が義務付けられました

(表示例)

10,290円　　　10,290円(税込)

10,290円(うち消費税等490円)

･ 10,290円

(本体価格9,800円､消費税等490円)

10,290円(本体価格9,800円)

平成17年度使用教科書
一般展示会

諌早･北高地区の小学校で使用する

教科書は､展示された教科書の中から

採択されることになっています｡

●展示場所　諌早市民ｾﾝﾀｰﾛﾋﾞｰ

及び第2会議室

●展示期間　6月1日(火)-7月31

日(塞)9時-17時､土･日を除く

長崎っ子の心を見つめる｣
教育週間

｢郷土の子どもは郷土の大人が育てる｣

県下一斉に学校を開放し､保護者や

地域の方々が子ど看たちが通う学校を

実際に訪れ､授業参観や子ど看たちと

の交流､教師との語り合い等を通して､

地域の子ど吉たちを見つめ､共に行動

することで､心豊か沿長崎っ子の育成

を目指します｡

すべての県民が不運動にかかわるこ

とで､人と人とが互いに心の窓を開き､

心豊かに生活できる新しい時代を築く

ための契機にしたいと考えています｡

障害者のための
用ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ配置

●実施期間　7月1日(木)-7日(水)

障害者やその家族の方で､進路に不

安がある方の相談に応じます｡

●長崎地区　長崎市障害福祉ｾﾝﾀ-

圏095-842-2321､長崎県障害者雇用

促進協会国095-822-1 108



小長井小3年

山 本 可奈子

｢やさしいお父さん｣

わたしのお父さんrよ　今

▲･*ｫ�"�"'

v*^毒.MI
I*

�"

す｡

朝おきたら､毎日､ ｢おはよう｡｣と

大きな声で言ってくれます｡その言葉でわたしはいつも､いっ

ぱい元気が出ます｡また､しゆくだいがわからなし＼でいるとき

宅､し方を教えてくれます｡そのおかげで計算など毛はやくなり､

とて吉しやすいし､百点をとれたこと宅ありました｡

お父さんrよ　わたしをよくほめてくれます｡わたしが漢字の

れんしゆうをしていたら, ｢きれかね｡へえ､そんがん書くと｡｣

と言ってくれます｡わたしIiそういうお父さんｶﾞ大すきです｡

わたしrま､ﾋﾟj7Jとりくじょうをならっていますo　そのときも､

いつ古お父さんがむかえに来てくれて､たすかりまgoそして､

家に帰ってから吉､夜はし＼つ吉､しょっきの用いやかたづけを

してくれます｡えらいと思います｡

お父さんが休みの日には､うどん､ﾊﾟﾝTiどいろいろ手作り

で作ってくれます｡それはとて竜おいしいでgoわたし吉大人に

沿ったら､子ど看たちにおいしい物を畠ぺさせてあげたいです｡

また､魚つりにつれて行ってくれること吉あります｡魚はよくつ

れます｡えさがなくなったときも､お父さんがすぐ買いに行っ

てくれるからやさしいなあと思います｡

お父さん､お仕事やお家のおせわ､がんばって下さい｡いつ

吉ありがとう｡次は､わたしがおせわをしてあげます｡

遠竹小4年

山　口　美　佳

｢楽しかった飯ごう炊さん

とｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ｣

5月28日に､飯ごう炊さんとｵﾘｴﾝ

ﾃｰﾘﾝｸﾞをしました｡

ま或　A､ B班に分かれて､飯ごう炊

さんをしました｡わたしはまき集めでした｡はじめは､小えだ

から集めました｡木のにおいがすごかったです｡

次に､小えだや新聞紙を入れてかまどに火をつけました｡

少ししてから､飯ごうのじゆんびができているか見に行きま

したo吉うふたをしめているところだったの~こすぐもっていき､

火にかけました｡

少ししたらご飯ができましたo　おいしそうにI51つくらたけて

いましたo　けいすけくんが大きいおにぎりをつくっていたので

｢そんがん乞食べきっと?｣とみんな言っていました｡

おにぎりをつくり終わったら､家庭科室でかたづけをしまし

た｡その後体育舘に集まりました｡そこでｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ

のせつ明がありましたo　じゆんびをして出発しましたo

問題12をさｶﾞしていると西山先生に会いましたo後ろの人た

ちが近づいてきたので急ぎましたo

少し歩くとまた次の問題をさがしました｡りゆう南のこうぼ

うさんで昼ご飯を食べましたo

その後宅間題をときましたc最後の問題をといた時､せいげ

んﾀｲﾑよりまだ早いと思ったので休けいをしました｡帰って､

時計を見たら45分でしたoで宅5位でよかったでgo

来年宅あるといし itｫ｣j? 重しみです｡

小長井小4年

松井真奈美
｢作文｣

遠竹小4年

副　島　夏　美
｢楽しかった飯ごう炊さん

とｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ｣

5月28日､飯ごう炊さんとｵﾘｴﾝ

ﾃｰﾘﾝｸﾞがありました｡

まずはじめに､飯ごう炊さんがありま

した｡わたしは､かまど作りでした｡だから､せつ明があった後､

急いで外に出ましたDそしてﾌﾞﾛｯｸを運びました.

それから､ 10分たった時､美香ちゃんが米を持って来ました｡

それを鉄のぼうにかけました｡

30分ぐらいたったころ､あわが｢ｼｭ1.｣となりましたo

だからあけてみると､ちやんとごはんになっていました.じん

の内先生状｢ちゃんとできてるたいoきれいね｣と言いましたo

そしたら健太くんが｢やっぱそうやろoだって､おいたちが作っ

た宅ん｡｣と言いました｡ところが､わたしたちのをあけてみる

とおかゆじょうたいにTiっていましたo　だから､ ｢先生､わたし

たちのおかゆじや｡｣と言いました｡それから､たいて吉たいて

宅かわらなかったので､乞うそのままおにぎりにしました｡

その後､ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞに出発することになりました｡

順番は､くじでしましたo　そしたらAとB､どちらとﾓｰ番で

した｡

問題の12番は､かん単でしたo　しかし､ 11番はむずかしかっ

たです｡ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽは何語と言われてもわからなかったので､

てきとうに書きました｡それから10番､ 9番､ 8番､ 7番､ 6番

をときました｡

昼になってぺん当を食べました.わたしなりに､おかゆおに

ぎりは､おいしかったです｡

その後､ 1番までといて､終わりました｡

そして､けっか発表｡み事､わたしたちは､ -位でしたo

また､したいと思いまg.

′＼-　卜　7 /しこ　fj.ItI､し.
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1　　木

肌　　　　　　　hh

2　　　金

//　　　　　　//

4　　◎

6　　　火

†l　　　　　　　　　　り

7　　水

hEJ bb

8　　木

//　　　　　/∫

ll　　◎

12　　　月

13　　火

肌　　　　　　　hh

14　　水

15　　木

〝　　　　　　//

//　　　　　　//

18　1卦

20　　火

21　　水

//　　　　　　//

25　　ｮ

26　　月

些f^mts

//　　　　　　　〃

28　　水

30 木･金

30 .金

胃がん検診(8 :00-ll :00受付.井崎公民館にて)

社協心配ごと相談(13 : 30-16 : 30さざんか会館にて.次は15日)

胃がん検診(8 :00-ll :00受付､釜公民館にて)

ﾅｲﾀｰｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会(19:00-町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞにて)

古紙類ﾘｻｲｸﾙ(古新聞･雑誌･段ﾎﾞｰﾙ･牛乳ﾊﾟｯｸ･古着)
(9 :00-12:00長里町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾄｯｸﾊｳｽへ)

飼えなくなった犬の引き取り(9 :00までに役場へ,次は20日)

日本脳炎予防接種
(一般①､聖母の騎士小,梼原中, 14: 00-15 : 00文化ﾎｰﾙにて)

燃えないｺﾞﾐ収集日(8 :30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ)

日本脳炎予防接種(14 : 00- /ﾄ長井中にて)

人権相談･行政相談(10 : 00-15 : 00さざんか会館にて)

ﾘﾊﾋﾞﾘ教室(9 :00-15:00.次は16日･22日､文化ﾎｰﾙにて)

参議院議員通常選挙投票日(7 : 00-20 : 00各投票所にて)

ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝをすすめる会(10:00-12:00文化ﾎｰﾙにて)

妊婦教室(9 : 30-12 : 00文化ﾎｰﾙにて)

乳児健診(13:00-13: 15受付､文化ﾎｰﾙにて)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装収集日
(8 :30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ,次は28日)

あけぼの会健康相談(10 : 00-12 : 00文化ﾎｰﾙにて)

日本脳炎予防接種(一般②. 14: 00-15 : 00文化ﾎｰﾙにて)

小長井町断酒懇談会(19 : 00-21 : 00文化ﾎｰﾙにて)

夏季野球大会(8 :00小町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞにて)

2歳児歯科検診(13 : 00-13 : 15受付,文化ﾎｰﾙにて)

育児ｻｰｸﾙ｢わくわくｸﾗﾌﾞ｣ (10:30-12:00文化ﾎｰﾙにて)

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ･ﾄﾚｰ･発泡ｽﾁﾛｰﾙ収集日
(8 : 30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ)

第11回子ども会ﾄﾞｯﾃﾞﾎﾟ-ﾙ大会(8 :30-町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞにて)

日本脳炎予防接種(一般③, 14: 00-15 : 00文化ﾎｰﾙにて)

農業委員会(9 :30-役場会議室にて)

3歳児健診(13:00-13: 15受付､文化ﾎｰﾙにて)

粗大ｺﾞﾐ収集日
(遠竹･井崎･小川原浦地区,  : 30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ)
婦人ｶﾞﾝ検診･骨粗鞍症検診
(8 :00-8:30�"13:00-13:30受付､文化ﾎｰﾙにて)

粗大ｺﾞﾐ収集日
(長里･牧･新田原地区, 8 :30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ)

民生児童要員定例会(14 : 00-　さざんか会館にて)

呂Q亀e3H 室
ﾌﾘ-ﾂｰﾜﾝ

暑い日が続いています｡これからもますます厳しくなりそ

うですが､ "3 2 1ﾊｯｽﾙ･ﾊﾂｽ)l"のかけ声で頑張りましょうo (ｻﾑ)

II詰ｦ毛hl '小鼻^iTiJｷ場包～4i振興∃三,u7 千 ;i弥r)1叫石嶋別ﾋ高光糾｣＼長州TJ小川原滋0¥ fffi ¥輩旨地
迅OO(-'iZ上-21 1 ]担当 VO(0ﾄ2:#-j副Fﾋ如//州/w.l'/jr上と¥'0'jf三/Ell*如J句kyrjましgsy.ar宣

l　　皇ﾐ∴

･心さ-　Y- i
if<　; ,ｻ.1

せい　f:

池田　星汰くん(黒仁田)

Mil. 7.7生まれ

(清･三七子さんの長男)

☆すきなもの･･･りんご
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